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1 はじめに
近年、社会ネットワーク分析の研究が盛んに行われ

ており、その中でもグラフ部分構造を詳細に分析する
エゴセントリックネットワーク（以下、エゴネット）分
析がある。社会ネットワーク分析において、ネットワー
ク内の少数のまとまりに着目し、ネットワーク形成の
原理を見出すネットワーク・センサスというモチーフ
を分析する手法が用いられてきた [1]。実際に現実社会
のネットワークにおいて観測されるエゴネットは特徴
的な構造を持つパターンが観測されることが明らかに
なっている [2, 3]。
本研究では友人ネットワーク（以下、友人ネット）に

着目して各個人のエゴネットを抽出し、その特徴的な
構造などに基づいて個人を分類した。次にアンケート
によって得られた学生の社会的属性と分類結果との相
関について調べた。
このような分析を行う事で友人ネットから個人の役

割・性格を把握しやすくなることが期待できる。これ
は多数の人の管理を必要とする教育や人事などの関係
者にとって役立つと考えられる。

2 友人ネットとエゴネット
本稿で扱う友人ネットは下村らが提案した友人スコ

ア [4]を用いて生成した。友人スコアは出欠データベー
スに蓄積された講義室への入退室時間の差を用いて、
そのペアが友人である確率を表す。アンケートなどで
友人ネットを取得するには手間を要するが、友人スコ
アを用いることで客観的かつ十分な信頼度のある友人
ネットが得られる。現在は、この手法を利用した様々
な研究が行われている [5, 6]。
またエゴネットとは、注目する頂点（エゴ）と、そ

れと隣接した頂点（オルター）から誘導される部分グ
ラフのことである。なお本研究ではオルターのみで構
成される物を扱う。
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3 構造に基づくエゴネットの分類
3.1 分類方法
ネットワーク内の全ての頂点に対するエゴネットを

次の順で８つのクラスタに分類する。ここでエゴネッ
トのクラスター係数とはエゴネットに現れた辺の数を
オルターから２つ選ぶ組み合わせ数で割った値とし、
エゴネットでの連結成分を島と呼ぶ。
分類の流れを図 1に示す。まず次数が 1のエゴを「孤

立」、1以上 3以下のエゴを「友人少」とし、次にクラ
スター係数が 0のエゴを「スター」に分類する。その
後、島が 1つで、クラスター係数が 0.8以下であるエ
ゴを「低クラスタ」、0.9未満であるエゴを「中クラス
タ」、0.9以上のエゴを「高クラスタ」とする。最後に
島が 2つ以上の中で頂点数 2以上の島が 1つのみで残
りの頂点は全て次数 0のエゴを「ゲートウェイ」、頂点
数 2以上の島が 2つ以上あるエゴを「ハブ」に分類す
る。なお「ゲートウェイ」と「ハブ」は頂点のコミュ
ニティ志向の役割を参考にした [7]。

図 1: 分類手順

3.2 分類結果の分析
分類に用いたネットワークは 2013年 1月のある学

科１年生の友人スコアによって生成された友人ネット
と、WSモデル、BAモデル、CNNモデルと呼ばれる
3つのネットワークモデルである。WSモデルは任意
の 2つの頂点間の距離が小さくなるように生成される
もの、BAモデルはごく一部の頂点だけ次数が高くな
るように生成されるもの、CNNモデルは 3頂点と辺で
構成される三角形のネットワークが現れやすいように
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生成されるものである。なお各ネットワークモデルは
友人ネットと頂点・辺の数が同じになるように調節し、
100回生成・分類を行った時の平均とした。結果を表
1に示す。

表 1: 各ネットワークにおける分類の比率（％）
WS BA CNN 友人ネット

孤立 0 0 1 5

友人少 8 64 60 21

スター 1 6 1 1

低クラスタ 35 2 17 5

中クラスタ 1 0 1 15

高クラスタ 0 0 0 20

ゲートウェイ 47 24 18 27

ハブ 8 4 2 6

各モデルにおいて特徴が現れた点を述べる。WS は
「友人少」が他と比べて少なく、BA は「スター」が多
く、CNNは「ゲートウェイ」や「ハブ」が少なかった。
また各モデルに共通して「孤立」・「中クラスタ」・「高ク
ラスタ」に属するエゴが現れにくい一方で友人ネット
は何人かの学生が属していることが分かる。したがっ
て現実の友人ネットは各モデルとは大きく異なる分類
結果になる事が判明した。

4 分類と個人の社会的属性との相関
前節において分類した学生に対して表 2に示す社会

的属性に関するアンケートを実施した。なお回答形式
は 1.当てはまる、2.やや当てはまる、3.あまり当ては
まらない、4.当てはまらない、とした。

表 2: アンケート
A 明るい性格だ

B 社交的だ

C まじめだ

D リーダーシップがある

E 優しい性格だ

F 提案するか従うかで分けるなら提案する

G 場を盛り上げるのが好きで、人に気を使う

H 責任感が強く、中途半端は嫌い

I 用心深く、注意深く考えて行動する

J 控えめで、他人の考えに譲る

K 周りに流されず、自分自身の考えで行動する

L 自分を周りにアピールするのがうまい

また各設問に対して学生が回答した番号と、その学
生が属する分類に有意な関係があるかどうかについて
有意水準 1％の検定を行った。その結果が表 3であり、
「設問 Xに番号 Zと回答した学生は分類Yに属するこ
とが有意に多い、または少ない」という関係が現れた
時、表の行X，列Yに番号「Z」と「多」または「少」を
記した。この結果から分かることを、いくつか挙げる。

• まじめ、優しい、または責任感が強いと思ってい
る学生は「低クラスタ」に属することが多い。

• 社交的でない、または自分をアピールするのが下
手だと思っている学生は「孤立」に属することが
多く、「ゲートウェイ」に属することは少ない。

また有意水準が 5％の検定では他の設問でも「低クラ
スタ」と有意な関係が多く現れたため、この分類は社
会的属性と特に深い関連性がある事が考えられる。

表 3: 分類と社会的属性に関する検定
孤立 低クラスタ ゲートウェイ

B 4多 4少

C 1多

D 4多

E 1多

F 4多

H 1多,4多

L 4多 4多 4少

5 おわりに
本研究ではエゴネットを構造に基づいて８つに分類

し、実際の友人ネットと各種モデルに対して分類を行っ
て結果を比較した。その結果、実際の友人ネットワー
クは、どのネットワークモデルとも異なる特有の分類
結果になる事が分かった。また社会的属性との関係を
調べたところ深い関連性のあるクラスタを発見した。
今後の課題はデータを増やして更に実験を行う事な

どが挙げられる。
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